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「探究型授業の普及にとって障害となる,  大学入試対応と探究型
授業は両立しない」
という前に・・・
入試問題はどのような「学力」を問うているの？
私の授業はどのような「学力」をつけようとしている？
私はどのような「学力」をつけたいの？
入試問題と授業の「学力」は具体的にはどう矛盾しているの？

と考える機会にしたい

探究的な授業 入試対策・・・

 探究的な授業をしたいけど，入試対策のためにまずは内容を早く終わらせないと…

 探究が重要なのはわかるけど，入試対策が手薄になるのが心配…



本セミナーの構成
• 取り上げた問題・授業実践（とその評価方法）の紹介
• 対話
提案をもとに対話をし，試作問題や授業展開について協議します。

「私は何を目標として授業を行っているか，その授業における成果
（学力）を評価する手立てとして何を行っているか」
• 提言
「サンプル問題」への提言／からの学び

大学入試×探究
 入試問題を使って探究する
 通常の内容で探究する



取り上げた問題・授業実践の紹介

東京学芸大学附属高等学校
加藤 将 先生より



Z-kai×附属高等学校
コラボセミナー

歴史総合セミナー



歴史総合に相当する単元

•B 近代化と私たち
•（３）国民国家と明治維新
•本校では、２学期前半に実施
•ただし、この期間は、教育実習期間。実習
生に全ての授業を明け渡し。



■単元の展開：『詳解 歴史総合』東京書籍
・教科書の項目に即して授業。青は、実習生が実施。

• １ 市民革命と近代社会
• ２ 自由主義とナショナリズム
• ３ アジアの諸国家とその変容
• ４ 明治維新と東アジアの国際

関係
• ５ 立憲制の広まり

• ６ 帝国主義と植民地
• ７ 日清戦争と華夷秩序の解体
• ８ 帝国主義諸国の競合と国際

関係
• ９ 植民地支配と植民地の近代
• 10 20世紀はじめの世界



■授業実践その１
• 普段の授業において
・「歴史総合での用語の多くは、中学と一緒。点と点を結びつけることが大切」を授業に常
に伝える。
・「教科書を」教えるでなく「教科書から」教える。

※ 今年から自らの授業で重視。（教科書の読み込みも）
• キーワード（概念）を意識した授業
→「革命（税）」「市民社会」「ナショナリズム」「国民国家」「国民」「自由主義」「立
憲制」「主権国家」「市場」「帝国主義」「保護国」「植民地」など
→実習生が展開した箇所についても、上記のキーワード（概念）を使用しながら復習を兼ね
て、授業を実施。
• 普段の授業から、「一問一答」をはじめ、生徒に発問を投げかける
・「なぜ、市民革命が起きたか」
・「日本（やアジア）では、どのようなタイミングで『ナショナリズム』を意識したか」
・「ペリー来航に日本はどのように対応したか？」



■授業実践その２
市民革命

国民国家 立憲制＋
政治参加

ナショナリズム 自由主義

ヨーロッパで派生
した憲法制定の動
き（立憲）は、権
力を縛る！を意識

させる。
「市民」の力で

立憲制へ。
「下」からの近

代化



■授業実践その３
• インド、清、シャム（タイ）

ヨーロッパとの関係、圧力

近代化（西洋化）を迫られる

• 具合的に・・・日本は？
• ペリーの圧力・・・

立憲制を整えたヨーロッパの
圧力を前に、権力側が主導し
て憲法を制定を意識させる。

＝民衆を権力が縛る。
＝欧米諸国への対応



■授業実践その４
• 授業パターン１(分）
① 教科書の熟読と整理（20）
② 教員による解説(30）
③ 教科書を基にした「問い」の考
察と解説(20〜30）

「日本はなぜ，フランスやアメリカではなくプロ
イセンの憲法を模範にして大日本帝国憲法を制定
したのだろうか。 」５項目「立憲制」
「日清戦争によって、東アジアの国際秩序はどの
ように変化したのだろうか。次の点（清・日本・
ロシア）に着目して説明しよう。 」
７項目「日清戦争・・」

• 授業パターン２（分）
① 教科書の熟読と整理（20）
② 教科書の疑問点の書き出し(5）
③ 資料集などから疑問点の整理(10)
④ 教員による解説(15〜25)

→「 閉じた問い」でなく、どうしても
答えが分からない内容。
⑤ 疑問点を参考に「開いた問い」を立て
る。(5)
⑥ 班の中での「開いた問い」の共有(5)
⑦ 「開いた問い」の考察（15）



■授業実践その４・授業パターン２の生徒が立てた「開
いた問い」「９ 植民地支配と植民地の近代」
• 初等教育が優先されたのはなぜだろうか？（日本で）
• 甲案を利用したことの利点
• なぜ韓国併合と言いながら植民地を進めたのか？
• 韓国はどのような流れで日本に併合されたのか？
• 日本とイギリスの２国間で、植民地教育に違いがでたのはどうして

か？
• どのようにして日本とイギリスの植民地における教育に対する考え

方のちがいが生まれたのか？
• インドではカーストの相異やヒンドウー、ムスリム間の対立でどの

ようなことが起き、後世に影響を与えたのだろうか。
• アフリカでインド人が安価な労働として利用された理由
• 印僑が賃金の安いはずの所へ移民した理由はなぜか。



■授業実践その４・授業パターン２の授業感想
• 今までは、別々に捉えていた立憲主義、帝国主義、ナショナリズム、社会主義などを、一連の流れの中でつなげて考えられるよ

うになった。……ナショナリズムの危険性も学ぶことができた。
• 学習前は帝国主義とナショナリズムは関連しないと思っていたが、植民地政策がナショナリズムを高めていたと分かり、関連性

を意識して捉えられるようになった。
• 授業①～⑩まで毎回「問い」の答えを書くことで、欧米諸国などの列強国同士の争いに、アジア・アフリカなど世界各地の国

が巻き込まれていき、最終的には、世界に二極化した大きな対立構造ができるという流れをつかむことができた。 これまで歴
史を学習する時に「○○が～のために××をした」という様な小さな視点しかなかった。しかし 授業①～⑩を通して、流れを
つかむための大きな視点を取り入れられるようになった。

• 学習前は、立憲制の導入などの近代的な政治改革はc主にヨーロッパ諸国で起こったと思っていたので、アジア諸国など他の地
域がこれにどのように影響を受けたかについてはよくわかっていなかった。学習を通じて、欧米モデルの政治改革が世界の
国々に与えた影響の大きさに気付き、歴史上の出来事がその地域だけでなく、世界中の出来事と密接に関連していることを改
めて感じた。

• 自分が「日本」をスポーツなどで応援するのも、ナショナリズムの一種なのだと授業を経て実感した。万が一戦争になった場
合、日本のナショナリズムはどうなるのか不安である。

• 学習前は、国民国家という考え方を持ったことがなかったので 産業革命→経済発展→列強の植民地政策→同盟、戦争 とい
う流れをざっくりと持っていたけど、今回の学習で 産業革命→経済発展→市民革命の活発化→国民国家形成→植民地政策→同
盟、戦争 という流れの考え方になった。国民国家が形成された後も、政府による自国愛の煽動だったり、戦争中の重い課税
だったり、政府がやりたいように国民を操ってる感が抜けきれないのが帝国主義の特徴なのかな、と思った。

• 一言に「近代化」というと、憲法を作ったりするようなことかな、と思っていたが、もっと複雑に様々な要素（例えば革命、
ナショナリズム、立憲、帝国主義〈植民地であれば独立することで近代化につながることもある〉など）が絡んで成り立ってい
るものだと考えるようになった。 これまでも変化といえば山ほどあったが、近代化というのは、世界の転換期だと思う第二次
世界大戦へ向かっているものだというふうに感じ、歴史においても最も重要といっても過言ではないのではないかと思うよう
になった。



実際の定期試
験問題その１



実際の定期試
験問題その２



実際の定期試
験問題その３



「統帥権干犯問題」
までは学習していな
がいが、ミドハト憲
法や大日本帝国憲法、
プロイセン憲法の相
違点や類似点を学習
したことを踏まえて、

問題に挑んだ。

77.5%
正答率

「歴史総合」サンプル問題（2021年3月公表）



前の単元「結びつく世界と日本の開国」
における、ペリー来航への幕政の対応。

エやカは、授業において「アヘン戦争前
後からの列強への接近（欧米の圧力）」
や「公議輿（世）論」を解説。

「ペリー来航に日本はどのように対応
したか？」
「日本では、どのようなタイミングで
『ナショナリズム』を意識したか」
＝ナショナリズムへの気付き

74.8%
正答率



・1908年
→ 日露戦争による日本の勝利
で、アジアのナショナリズム、
植民地支配に対する意識が変
化。

80%
正答率

３問完答者
46%



オンライン対話（10分間）

テーマ
「取り上げた問題と授業実践について」

各ルームで，簡単に自己紹介していただき，現状の
課題等を含め，対話してください。



個別試験のご紹介

Ｚ会 世界史担当 芦田加奈



個別試験に目を向けてみると…

・日本史と世界史を横断するような切り口の問題

・共通テストで重視されるようになった

思考力・判断力が問われる問題

→2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ 問４

をご紹介します。



2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ

問４ 問題文

図１～図６の確認

※入試問題は大阪大学のWebページよりご確認ください。

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/admissions/faculty/general/pastexam-answer/sxm9h8


2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ 問４ 図１・２

・ヨーロッパにおけるキリスト教的世界観，日本における
仏教的世界観が世界図に反映されている

→それぞれの地域世界がそれぞれ独立していた
各地域世界が，地域世界としてまとまり独立していた

図１ 説明文 図２ 説明文



2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ 問４ 図３・４

・ヨーロッパの世界図に日本が描かれている
・日本の世界図に，ヨーロッパのものと同じ特徴が見られる
→日本とヨーロッパが相互に情報交換を行うようになった

図３ 説明文 図４ 説明文



2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ 問４ 図５・６

・どちらの地図でも，ヨーロッパが進出した地域
（アジア・オセアニア）の地図が精緻化した

→日本とヨーロッパの情報交換がさらに進んだ

図５ 説明文 図６ 説明文



2023年度 大阪大学 世界史 Ⅱ 問４ まとめ

・分析の視点を変えながら，多角的に日本と世界を眺める

・世界図を比較・分析して，それぞれの世界図の特徴を掴む

・「なぜ世界図はそのように変わったのだろうか」

という問に答える

→問題を解く中で，歴史の大きな流れに対する理解が深まる

問４ 問題文



オンライン対話（10分間）

テーマ
「私は何を目標として授業を行っているか，そ
の授業における成果（学力）を評価する手立て
として何を行っているか」



最後に
高校探究プロジェクト委員
東京学芸大学 准教授 日高智彦先生より

・ペーパー試験は評価の一形態。どんな「学力」を育成すべ
きかが先立つ（一形態のために授業を全振りするにことには
ならない）ことを忘れずに。
・生徒の社会認識の成長にとって、地理／歴史／公民の授業
の役割とはいかなるものか。授業から積み上げていく先に、
入試問題も改善されていく。（入試問題の改善を私たち自身
が担っているということ）
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